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施設名

演題名
家族交流によるオキシトシン的幸福がもたらす

ストレス軽減効果の検証

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

　・面会を通して幸せホルモン分泌によるストレス軽減が図れているのか
　・その指標として唾液アミラーゼ測定はストレス尺度として有効か
　・オンライン面会でも直接面会同様にストレス軽減効果が得られているのか
　・ストレス軽減に向けて有効な関わりは何か

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数
測定36回
チームミーティング11回

二瓶太志 作業療法士リーダー名
（職種）

回

活動期間
地域連携室

事務

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）
　唾液アミラーゼ値、一時的気分尺度
（目標値）
2023年11月までにオンライン面会と直接面会によるストレス軽減効果を検証する

・家族と本人の間で，気持ちと心の共有が図れるようにコミュニケーションを支援したり、支持的な関わりを心
がける。
・本人の快刺激になるように触れるなどスキンシップを図りながら行う。
・リハビリテーションの進捗を共有し、家族に喜んでもらい本人への成功体験に繋がるようを支援する。

（実施前）
唾液アミラーゼ測定について、ストレス尺度としての有効性が不明確であった。
面会後によるストレス軽減効果について、科学的な検証ができていなかった。
（実施後）
唾液アミラーゼ測定がストレス尺度として有効性と、面会によるストレス軽減効果が示唆された。
面会におけるストレス値に関わる要因として、座位耐久性や全身状態の影響が示唆された。

（標準化）患者の気持ちと心に寄り添いストレスの軽減に繋げるため、オンライン面会実施方法のマニュアル
を作成し入職時研修等で説明機会を設ける。症例数を増やし、科学的な検証を継続していく。
（管　理）予約方法の効率化と対応漏れ防止のため、予約管理の徹底と、初回登録時の案内資料を作成す
る。頻度増については、感染委員会とも協議し検討し、感染状況を踏まえた感染対策方法も検討していく。ま
た、症例数を増やすため、活動継続していく。
（教　育）効果的なかかわり方の定着と、安楽な姿勢で家族と関われるようなシーティング管理のため、適宜
研修会等で周知を図る。入職時研修としても企画していく。

にいやま　まゆ

新山　真由（作業療法士）ねりま健育会病院

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

社会福祉士

小松智行

岡田美久

尾花彩乃

令和5年9月～11月

取り組種別 課題達成型

新山真由（作業療法士）

浅野竜弘

柴田将 理学療法士

岸下亜紀子 理学療法士

佐藤 裕太 看護師

作業療法士

理学療法士笠松磨琳

松本 夢奈 理学療法士

看護師

 幸福最高係
 こうふくさいこうがかり

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動 新山真由


